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③ グラフ上の点(2′ 5)導 対応,する値にτ,そ t,bずら、イtxする。

o式 8党成でせる。

(l)傾 きが2て゛、グラフが。こ(4,3)`通 る。

0)候 セドー4て
'、

(2,一 !)`通 る。

グラフの式 tボある 1.

0)燿 |が 3ざ ま (2,3)t通 う―水関端文のだ
(r) t=-Lf cq-fr<" E (3,-4)ESf 

"

(3)碩セが芸で、点(4,:)=通る.

f4‐)7=2て +31t平行ず、,れ (‐4,-1)g通 る。

(5) t:'4K+lor,, ,,F.C-2,4) ,, o

(6)‐ Y=―士χ-3 ″ 、ま、(6,2)″   。



2点 があっ卜ら,碩 そがかがる

C)クリノが'2点 (― |′ l)と (2,7)彗通o一友蘭数の式 .

(2)レ l'Cの ~求関数ざ r一 |の とさJ=it7り ,

1   ■=2aじ |`=7ヒ ゼる。

の 力すん表が`求́ ようr嗜 る一次関数 0ガ
ダ |… |―ll… 12

サ |…・ 11 7

T・;プυitti髭 篇ゝ
・

薇=(難
n勤今)=磐

(:)傾 苺えボめる練習

ア.(|′ 一|)ヒ (5,

女爆tモ 0)の求め充

(2)グ ラフの式
`ギ
ぁrJ Fい 。

ア。(-1′ ,)ヒ (3,9)t選しう。

4.(-2,6)Ycl ′2)を じ る .

ら  χ =-30と ミ
==-51=τ

り、κ_-4ら ヒき移=2に τう。

…2,まがら奄iさ と率ぃよ.

7) 4.(-2.― |)と 〔|′ 5)

工 対応泉バ
・
次のよりl=ぞ う。

4 (3,4) u 6-r,8) r(2,6)Y 6S,?)

i (t,-s; Y(-4,7) 1(-3,o)Y (o,2)


